
授業科目名 専門演習Ⅰ・b
科目コード G5603L03

英文名 Major Seminar I b

科目区分 英語国際キャリア専攻科目 - 総合

職名 教授  担当教員名 堀川　真理子  

学部 現代社会学部 学科 現代社会学科

曜日 火曜日  時限 4限目  

開講時期 3年後期 授業の方法 講義

必修・選択 専攻必修 単位数 2単位

授業の概要 3年後期は、卒業研究のテーマを探すことに注力します。

キーワード ①テーマ選定 ②先行研究 ③課題発掘 ④ ⑤

到達目標

想定する「課題」の歴史的背景を確認する。（30％）

想定する「課題」の今日的課題を確認する。（40％）

論文の構想をレポート（ただし日本語）をまとめる。（30%）

 

 

ディプロマポリシー 4.社会人としての能力（社会性の向上）  

カリキュラムポリシー ⑥幅広く多様な専門知識の修得  

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

 ○ ◎   

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

授業外学修指導・
自主活動

 ◎  ○  ○



授業計画

回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

後期の研究方法を説明。学生は、仮決めした研究テーマをおおまかに説明する（プレゼンテーション）。チーム内でフィードバックを行う。

【予習】現時点で想定しているテーマをなぜ選んだのか、どのような研究をしたいのかを、チーム内で説明できるように準備する。  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第2回

前回のチーム内のフィードバックを経て、展開させた内容を発表する。チーム内でフィードバックを行う。

【予習】前回から発展させた構想を発表できるように準備する。  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第3回

前回までの構想に参照できる先行研究を発表。チーム内でフィードバックを行う。先行研究や情報集の方法をチームで検討する。

【予習】参照できる先行研究を探し出し、リスト作り、発表の準備をする。  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第4回

現時点で想定しているテーマの歴史的背景を発表する。

【予習】テーマの歴史的背景を探す。  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第5回

現時点で想定しているテーマの今日的課題を発表する。チーム内でフィードバックを行う。

【予習】現時点で想定しているテーマの今日的課題を発表するために情報収集し、文書に要約する。  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第6回

チーム・メンバーのための情報収集を行い、チーム・メンバーの代理として発表する。チーム内でフィードバックを行う。

【予習】自分ではなく、チーム・メンバーのテーマのために情報収集したものを発表する準備を行う。対象は新聞、雑誌、データベースとする。  

【復習】チーム・メンバーが行った発表内容と、それに対する自身のフィードバックを文書化する。  

第7回

6回までの考察をもとにした、現時点での研究テーマを発表。チーム内でフィードバックを行う。

【予習】現時点で変化した、あるいは変化しなかった「想定テーマ」をなぜ選んだのか、どのような研究をしたいのかを、チーム内で説明できるように準備する。  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第8回

前回のチーム内のフィードバックを経て、展開させた内容を発表する。チーム内でフィードバックを行う。

【予習】  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第9回

テーマの掘り下げを進める。

【予習】  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  



第10回

テーマの掘り下げを進める。

【予習】  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第11回

テーマの掘り下げを進める。

【予習】  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第12回

テーマの掘り下げを進める。

【予習】  

【復習】  

第13回

テーマの掘り下げを進める。

【予習】  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第14回

前期研究分のテーマを集約し、構想を発表する。チーム内でフィードバックを行う。

【予習】  

【復習】自身のプレゼンテーションの内容とフィードバックを文書化する。  

第15回

前期研究分のテーマをまとめ、発表する。

【予習】前期中に検討した内容でレポートを作成する。発表後に提出。  

【復習】  

第16回

 

【予習】  

【復習】  



評価方法  ①課題・提出物(50％)　②授業内活動（20％） ③期末レポート（30%）により評価する。
到達目標に関しては、富山国際大学成績評価基準に従って評価する。

使用資料
＜テキスト＞  使用資料

＜参考図書＞  

授業外学修等 発表する課題及びフィードバックを反映させた文書（暫定的レポート）を、毎回提出する。

授業外質問方法 基本的に授業終了後の時間枠に対面で受ける。

オフィス・アワー 木曜日2限、422研究室。
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